
令和元年度(平成30年度実施事業分)事務事業評価評価票 № 05-017

担当 竹内
内線等 250

章：
節：
基本施策：

単位施策：

個別施策：

28年度 29年度 30年度 単位
190 157 167 件

11 11 11 千円
5,400 4,949 4,872 千円
5,411 4,960 4,883 千円

28年度 29年度 30年度 単位
28 32 29 千円

28年度 29年度 30年度 単位

実績値 76.9 77.7 77.0

目標値 75.0 77.0 77.0

実績値

目標値

実績値

目標値

妥当 ― ない
― ある

大きい ない ない

目標値 単位

77.0 点

Ａ
今後の事業
の方向性

改善推進

　工事成績評定を活用して指名競争入札の業者選定や総合評価落札方式の評価項目とす
ることは、企業の技術向上意欲を高めることに寄与するため継続する。
　また、工事成績評定に関する研修などを通じて、監督職員の成績評定能力及び請負業
者への指導力の向上を図り、現場管理、品質など工事成績の向上に努めていく。

課
題
解
決
の
た
め
の
目
標

令和元年度
の目標

成果指標

①工事成績評価点の平均点

⑤成果向上の余地 ※対象・手段の変更

③休廃止の影響 ⑥類似事業の有無 ⑧受益者負担適正化余地

事業の
評価・課題

Ｂ

　市及び請負業者の監督員に対し、検査時に提出書類等の不備や施工内容などの指導を
行った結果、工事成績評価点の目標値を達成する結果となった。また、工事成績優秀業
者を公表し、指名回数にインセンティブを与える優遇制度について、企業の技術力及び
意欲の更なる向上を図るため、平成31年度に向け制度の見直しを行った。

Ｃ
観点別評価

必要性 有効性 効率性

①市の関与の妥当性 ④上位施策への貢献 ⑦コスト削減余地

課
題
の
整
理

②市民ニーズ

成　果

成果指標
①工事成績評価点の平均点

点

②

③

人件費
総事業費

活動単位当たりのコスト
①完了検査１件当たりのコスト
②
③

目的を達成
するための
手段・活動

内容

・完了検査時における請負業者への指導
・工事成績評価の実施

Ｄ

活動結果

活動実績
①完了検査件数
②

前
年
度
の
活
動
結
果
と
見
ら
れ
た
成
果

③
事業費

第１節　行財政運営とサービスの向上
１．行政運営

総
合
計
画
と
の
関
係
性
等

根拠法令等 会計法２９条の１１及び地方自治法第２３４条の２（契約の履行の確保）

対象・目的 市が発注する請負工事等の適正かつ質の高い履行を確保する。

PDCA 事務事業名 検査事務 部課等名
総務部 総務課 契約検査担
当

Ｐ
政策体系

第６章　自立した地域経営のまち


